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論  文  内  容  の  要  旨  

インコ類の頭部では他の系統の鳥には見られないユニークな構造が数多くみられる。例えば，鼻孔の後方で著しく発達す  

る頭蓋一顔面蝶番や下顎の内転に関わる顎筋，筋骨下顎筋および擬岐筋などがあげられる。しかしながら，インコ類におけ  

るこれらの特殊な頭部構造の進化プロセスについてはほとんど知見が得られていない。それを明らかにするためにはインコ  

類の頭部形成パターンに関する情報が必須である。そこで申請者は比較発生学的手法を用いて，インコ類胚発生における頭  

部構造形成パターンを調べた。   

申請者はまず骨格透明標本および組織切片を用いてセキセイインコ〟gJ呼∫ざ肋C〟∫〟〃d〟払加およびオカメインコ叫仰一  

♪んざc〟∫ん0／Jα乃dよc〟∫の頭骨発生パターンを記載した。これらの種では発生を通じて眼裔間中隔に空所が見られなかった。こ  

の特徴はインコ類に特異的な顎筋の一つである師骨下顎筋が眼高閣中隔に付着することに関連していると思われた。また，  

頭蓋一顔面蝶番は鼻孔より後方の一定の領域において，鼻骨が二次的に変形することで形成された。その形成パターンは他  

系統の鳥類で見られるものと著しく異なっていた。   

次に，オカメインコ胚を用いて師骨下顎筋と擬岐筋の形成パターンを組織学的手法で調べた。前者は翼状筋の前方より分  

化を開始し，その後，口蓋骨の外側部を通過し，眼裔間中隔に向かって伸長していった。後者は外下顎内転筋から分化し，  

頬骨の外側を腹側から覆っていった。その上端部には間葉の凝集が付随しており，これは神経堤細胞に由来すると思われた。  

これらのことから擬咲筋の進化における神経堤細胞の関与が示唆された。   

擬岐筋の進化における神経堤細胞の影響を更に検討するため，免疫組織化学的手法によりインコ胚発生における頭部神経  

堤細胞の分布・移動パターンを調べた。インコの頭部神経堤細胞はニワトリのそれと同様，三つの細胞群（三叉神経堤細胞  

群，舌骨神経堤細胞群，囲鯉堤細胞群）より構成され，各群の神経堤細胞は神経管背側より腹側に向かって移動した。しか  

し，インコの頭部神経堤細胞，特に三叉神経堤細胞群はニワトリのそれに比べ胚発生のより早い段階で咽頭弓内に移動した。  

そのような頭部神経堤細胞移動の時間的前方シフトにより，咽頭弓内でおこる顎筋の空間的パターニングプロセスに変更が  

加えられた結果，擬瞭筋のような新規構造が形成された可能性が示唆された。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

動物形態の進化機構に関する研究は，生物の多様化の問題を解明するうえで中心的役割を果たす分野のひとつである。脊  

椎動物には“進化的新規性”と呼ばれる，進化の歴史においてその動物が繁栄を獲得する際の鍵となった構造がいくつか知  

られている。インコ類の頭部に見られる頭蓋一顔面煉番や下顎の内転に関わる顎筋，飾骨下顎筋および擬眩筋などもその一  

つとされ，このような形態的特徴が現在のインコ類の繁栄をもたらしたと考えられる。過去に多くの形態学者がこの問題に  

取り組んできたが，肉眼解剖学的アプローチのみでは核心を解き明かすことはできなかった。インコ類における特殊な頭部  

構造の進化プロセスを明らかにするためにはインコ類の頭部形成パターンに関する情報が必須である。そこで申請者は比較  
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発生学的手法を用いて，インコ類胚発生における頭部構造形成パターンを調べた。   

申請者はまずインコ類の頭骨発生パターンを記載した。インコ類では発生を通じて眼裔間中隔に空所が見られなかったが，  

これはインコ類に特異的な顎筋の一つである締骨下顎筋が眼南間中隔に付着することに関連していると思われた。また，頭  

蓋一顔面蝶番は鼻骨が二次的に変形することで形成された。その形成パターンは他系統の鳥類で見られるものと著しく異な  

っていた。次いで，インコ類に特有な二つの顎筋の発生パターンを組織学的手法で調べた。締骨下顎筋は翼状筋より，擬眩  

筋は外下顎内転筋より分化した。また，これらの解析から擬岐筋の進化における神経堤細胞の関与が示唆された。そこで，  

免疫組織化学的手法によりインコ胚発生における頭部神経堤細胞の分布・移動パターンを調べたところ，インコの頭部神経  

堤細胞はニワトリのそれに比べ胚発生のより早い段階で咽頭弓内に移動することがわかった。このことから申請者は，その  

ような頭部神経堤細胞移動の時間的前方シフトにより，擬眩筋のような新規構造がもたらされた可能性を示唆している。   

このように本論文は，脊椎動物形態の多様化機構を理解する上での重要な基礎研究のひとつとして高く評価できる。また，  

脊椎動物の頭部の骨格および筋肉の空間的パターン変化の背景にあるメカニズム考える上でのモデルを提示している点も本  

論文の価値ある点である。   

よって，本論文は博士（理学）の学位論文として相応しいと認める。また，論文内容とそれに関連した試問の結果，合格  

と認めた。  
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